


第６学年　　　道　徳　科　学　習　指　導　案

１　主　題　名　　いじめをなくすには　【Ｃ―１３　公正、公平、社会正義】
２　教　材　名　　「ひきょうだよ」（「小学道徳　６」教育出版）
４　本時の指導（本時１／１）
（１）ねらい
　　たかひろさんの言葉に対して「ぼく」が感じたことについて話し合うことを通して、いじめを傍観
することのひきょうさに気付き、差別したり偏見をもったりせずに人間関係を築こうとする判断力を
育てる。
（２）準備・資料　教師・・・場面絵、短冊カード
　　　　　　　　　児童・・・教科書、ノート
（３）指導過程
	段階
	学習活動
	　・留意点　☆教師の支援　□評価の観点と方法

	つかむ


5
分
	１　誰かに謝ったときのことを考える。
誰かに「ごめんね」って言ったら、なんて返ってきましたか。

　　　



・　いいよ。
・　大丈夫だよ。

	


・　日頃の生活経験では、謝ったら許されることが多いと予想される。しかし、今回の教材は少し違う返事が来ることを伝え、本時の内容につなげる。

	

考える

35分
	２　教材「ひきょうだよ」の範読を聞く。（５分）

３　ぼくがなんとかしてあげたいと思っているのに、何もできずにいた理由を考える。（５分）
・　ゆうすけに目をつけられて、自分もいじめられるかもしれないから。
・　クラスのリーダーに意見を言う自信がないから。
・　たかひろと仲はよかったけど、自分に被害がないなら別にいいと思っているから。

４　ゆみが何か言いたそうにしているところを見たときのぼくの気持ちを考える。（５分）
・　あんなふうに自分も言えたらいいな。
・　勇気を出していてすごいな。
・　自分も一緒に注意しようかな。
・　注意しても何も変わらないよ。

５　たかひろの言葉を聞いて感じたことや考え
たことを話し合う。（２０分）
	・　登場人物、状況を押さえる。

・　ゆうすけがクラスのリーダー的な存在であることや、たかひろが弱々しく抵抗していることなどを踏まえて考えさせる。



・　自分に被害がないからいいという意見が出たら、たかひろがいじめられていることを他人事のように考えていることに気付かせる。
・　ゆみの発言によって、ぼくが注意しようと思う気持ちと今までのように注意しなくてもいいという気持ちで揺れ動いていることを押さえる。



	
	ぼくはたかひろの「ひきょうだよ」という言葉を聞いて、どんなことを考えていたでしょう。



	

	
	①　ノートに記入する。
・　許してもらおうと思っていたぼくが甘かった。
・　ゆみがゆうすけたちに言ったときに、ぼくも一緒に言えばよかった。
・　もし僕もいじめられたらどうしよう。
・　こうなる前に、もっと早く行動すればよかった。
・　いじめを放っておくのは絶対にだめだ。
・　他人事ではなく、自分のことのように考えないといけない。


　②　小グループで交流する。

　③　全体の場で発表する。
	☆　なかなか考えがまとまらない児童には、ゆみがとった行動とぼくの行動を比べて、ぼくのどんなところがひきょうだったのかを考えさせる。


・　自分がいじめられるのを恐れる意見が出た場合は、４のゆみの行動を想起させ、自分一人で行動する必要はないことに気付かせる。
友達との話し合いを通して、互いの思いや考えを伝え合うことで、いじめを傍観することなく誰に対しても公正、公平な態度で接し、正しいと思うことを実現しようとすることの大切さについて、多面的・多角的に考えることができる。（ノート・発言）
・　小グループで話し合うことを通して、互いの思いを伝え合うことにより、考えを深めさせる。

	ふりかえる
5
分
	６　学習を振り返る。

	・　今日の授業を通して、思ったことや感じたことをノートに書かせ、発表させる。
公正、公平にして、正しいと思うことを実現しようとすることについて、その大切さを理解し、自分との関わりで考えることができる。（ノート・発言）
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